
農
業
の
景
況
に
つ
い
て

農
業
の
景
況
に
つ
い
て

景
況
Ｄ
Ｉ
は
プ
ラ
ス
値
が
継
続

　

２
０
２
５
年
の
農
業
全
体
の
景
況
感

を
示
す
農
業
景
況
Ｄ
Ｉ
は
29
・
０
と
な

り
ま
し
た
。24
年
の
通
年
実
績
で
あ
る

10
・
５
か
ら
18
・
５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

プ
ラ
ス
値
が
継
続
し
ま
し
た
表
。

　

業
種
別
で
は
、北
海
道
の
稲
作
が

12
・
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
77
・
５
、都
府

県
の
稲
作
は
31
・
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

81
・
９
と
大
幅
な
プ
ラ
ス
値
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、茶
は
84
・
０
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
81
・
０
、採
卵
鶏
は
１
０
０
・
０
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
58
・
８
と
、大
幅
な
プ

ラ
ス
値
に
転
じ
ま
し
た
。こ
の
要
因
と

し
て
は
、販
売
価
格
の
上
昇
が
影
響
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。畜
産
は
多
く
の

業
種
で
プ
ラ
ス
値
に
転
じ
て
お
り
、北

海
道
の
酪
農
が
42
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
14
・
１
、都
府
県
の
酪
農
が
51
・
３
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
21
・
６
、肉
用
牛
が
41
・

９
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
４
・
２
、ブ
ロ
イ

ラ
ー
が
31
・
０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
２
・

３
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
要
因
と
し
て

は
、乳
価
引
き
上
げ
、肉
用
子
牛
や
鶏
肉

の
価
格
上
昇
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

一
方
で
、景
況
Ｄ
Ｉ
が
マ
イ
ナ
ス
値

と
な
っ
た
業
種
は
、畑
作
が
５
・８
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
▲
34
・
８
と
マ
イ
ナ
ス
値

が
継
続
、露
地
野
菜
が
10
・
４
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
▲
３
・
１
、施
設
野
菜
が
６
・

８
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲
１
・
７
と
マ
イ

ナ
ス
値
に
転
じ
ま
し
た
。施
設
花
き
は

横
ば
い
で
推
移
し
、▲
35
・
９
と
マ
イ

ナ
ス
値
が
継
続
し
ま
し
た
。

　

販
売
単
価
Ｄ
Ｉ
は
、農
業
全
体
で
は

６
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、53
・
５
と
プ

ラ
ス
値
が
継
続
し
ま
し
た
。業
種
別
で

は
、北
海
道
の
稲
作
が
２
・７
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
88
・
６
、都
府
県
の
稲
作
が
５
・

７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
94
・
８
、茶
が
76
・

１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
83
・
０
、採
卵
鶏

が
98
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
90
・
８
と

大
幅
な
プ
ラ
ス
値
と
な
り
ま
し
た
。そ

の
ほ
か
、北
海
道
の
酪
農
が
47
・
１
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
63
・
７
、都
府
県
の
酪

農
が
61
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
75
・
６
、

肉
用
牛
が
58
・
０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

24
・
９
、ブ
ロ
イ
ラ
ー
が
34
・
６
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
31
・
８
と
、大
き
く
上
昇
し

ま
し
た
。一
方
で
、販
売
単
価
Ｄ
Ｉ
が
マ

イ
ナ
ス
値
と
な
っ
た
業
種
は
、畑
作
が

５
・
２
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲
６
・
３
、施

設
花
き
が
39
・
０
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲

３
・６
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
産
コ
ス
ト
Ｄ
Ｉ
は
農
業
全
体
で
は

１
・６
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
も
の
の
、▲

77
・
８
と
依
然
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
値
が

継
続
し
、全
業
種
に
お
い
て
▲
50
以
下

の
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
値
と
な
り
ま
し
た
。

全
業
種
に
お
い
て
▲
50
以
下
と
な
る
の

は
21
年
か
ら
５
年
連
続
で
、業
種
を
問

わ
ず
、燃
料
や
肥
料
、飼
料
な
ど
の
生
産

コ
ス
ト
高
の
状
況
が
続
い
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
ま
す
。

26
年
は
マ
イ
ナ
ス
値
の
見
通
し

　

２
０
２
６
年
通
年
見
通
し
の
農
業
景

況
Ｄ
Ｉ
は
▲
７
・３
と
な
り
ま
し
た
。25

年
実
績
か
ら
36
・
３
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、

マ
イ
ナ
ス
値
と
な
る
見
通
し
で
す
。

　

業
種
別
で
は
、北
海
道
の
稲
作
が

１
０
６
・７
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲
29
・２
、

都
府
県
の
稲
作
が
１
０
２
・
７
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
▲
20
・
８
と
、マ
イ
ナ
ス
値

と
な
る
見
込
み
で
す
。25
年
は
米
価
上

昇
に
よ
り
景
況
感
が
上
昇
し
た
も
の
の
、

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
慎
重
な
見

方
を
し
て
い
る
経
営
者
が
多
い
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、見
通
し
の
景
況
Ｄ
Ｉ
が

低
下
し
た
業
種
は
、き
の
こ
が
33
・
９

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲
24
・
５
、肉
用
牛

が
16
・
８
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲
12
・
６

と
マ
イ
ナ
ス
値
に
転
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、プ
ラ
ス
値
は
継
続
し
て
い
る

も
の
の
、茶
が
23
・
０
ポ
イ
ン
ト
低
下

し
58
・
０
、北
海
道
の
酪
農
が
７
・
６
ポ

イ
ン
ト
低
下
し
６
・５
、都
府
県
の
酪
農

が
14
・
４
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
７
・
２
、採

卵
鶏
が
53
・
７
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
５
・

１
と
な
り
ま
し
た
。養
豚
は
ほ
ぼ
横
ば

い
で
推
移
し
９
・６
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、見
通
し
の
景
況
Ｄ
Ｉ
が
上

昇
し
た
業
種
は
、果
樹
が
18
・
２
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
21
・
７
、ブ
ロ
イ
ラ
ー
が

９
・
６
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
11
・
９
と
プ

農業の景況と食品関係企業の景況ＤＩ、および生産者
や産地との連携に関する調査結果を紹介します。

―農業景況調査、食品産業動向調査
（いずれも2026年１月調査）―

農業景況DIは
プラス値継続

食品産業の景況ＤＩは
マイナス値継続

約７割が生産者と連携

日本政策金融公庫 農林水産事業
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ラ
ス
値
が
継
続
す
る
見
込
み
で
す
。露

地
野
菜
は
８
・
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

５
・
０
、施
設
野
菜
は
６
・
８
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
５
・
１
と
プ
ラ
ス
値
に
転
じ
て

い
ま
す
。

　

畑
作
は
11
・
０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
▲

23
・
８
、施
設
花
き
は
24
・
６
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
▲
11
・
３
と
、景
況
感
の
改
善

は
見
ら
れ
た
も
の
の
、マ
イ
ナ
ス
値
が

継
続
す
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

「
設
備
投
資
予
定
あ
り
」は
上
昇

　

２
０
２
６
年
の
設
備
投
資
予
定
に
つ

い
て「
設
備
投
資
予
定
あ
り
」と
回
答
し

た
割
合
は
57
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
の
52
・
０
％
か
ら
は
５
・
１
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

業
種
別
で
は
、多
く
の
業
種
で
上
昇

し
て
い
ま
す
が
、北
海
道
の
稲
作
が

８
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
65
・
８
％
、都

府
県
の
稲
作
が
９
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
73
・
９
％
、茶
が
23
・
０
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
69
・
０
％
、キ
ノ
コ
が
13
・
０
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
68
・
６
％
と
高
い
割
合
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
業
種
で
は

25
年
実
績
の
景
況
Ｄ
Ｉ
が
比
較
的
高
く
、

設
備
投
資
に
対
す
る
前
向
き
な
姿
勢
に

つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、26
年
に「
設
備
投
資
予
定
あ

り
」と
回
答
し
た
者
に
対
し
て
、設
備
投

資
額
の
増
減
見
通
し
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
昨
年
に
比
べ
増
加
す
る
」と
の
回
答
が

47
・
２
％
と
約
半
数
を
占
め
ま
し
た
。

「
同
程
度
」の
34
・
７
％
と
合
わ
せ
る
と

81
・
９
％（
前
年
調
査
で
は
86
・
４
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

食
品
産
業
の
景
況
に
つ
い
て

食
品
産
業
の
景
況
に
つ
い
て

景
況
Ｄ
Ｉ
は
マ
イ
ナ
ス
値
が
継
続

　

２
０
２
５
年
下
半
期
の
食
品
産
業
の

景
況
感
を
示
す
景
況
Ｄ
Ｉ
は
、25
年
上

半
期
か
ら
１
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た

も
の
の
、▲
４
・６
と
マ
イ
ナ
ス
値
が
継

続
し
ま
し
た
図
１
。

　

26
年
上
半
期
の
見
通
し
は
、25
年
下

半
期
か
ら
２
・０
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、▲

６
・
６
ポ
イ
ン
ト
と
引
き
続
き
マ
イ
ナ

ス
値
と
な
る
見
込
み
で
す
。

仕
入
価
格
Ｄ
Ｉ
は
高
止
ま
り

　

25
年
下
半
期
の
仕
入
価
格
Ｄ
Ｉ
は
、

25
年
上
半
期
か
ら
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
、81
・
９
と
引
き
続
き
高
い
水
準

で
推
移
し
て
い
ま
す
。販
売
価
格
Ｄ
Ｉ

は
３
・
６
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
58
・
７
と

な
り
ま
し
た
。販
売
数
量
Ｄ
Ｉ
は
横
ば

い
で
推
移
し
、▲
15
・
８
と
マ
イ
ナ
ス

値
が
継
続
し
ま
し
た
。

投
資
計
画
は「
更
新
」が
最
多

　

26
年
当
初
見
通
し
の
設
備
投
資
Ｄ
Ｉ

は
、25
年
当
初
見
通
し
か
ら
横
ば
い
で

【DIについて】�「①良くなった　②変わらない　③悪くなった」から一つ選ぶ形式となっており、「よくなった」の構成比から「悪くなった」の構成比を差し引いたもの。
ただし雇用状況DIは「①過剰である　②適正である　③不足である」から一つ選ぶ形式となっており、「過剰である」の構成比から「不足である」の構成比
を差し引いたもの。

景況DI 販売単価DI 収支DI 資金繰りDI 生産コストDI 雇用状況DI 設備投資予定
ありの比率（％）

業 種 ／ 時 点 2024年 
実績

25年
実績

26年
見通し

24年
実績

25年
実績

24年
実績

25年
実績

24年
実績

25年
実績

24年
実績

25年
実績

24年
実績

25年
実績 25年 26年

農業全体 10.5 29.0 ▲ 7.3 47.2 53.5 7.5 24.9 ▲ 0.7 17.6 ▲ 79.4 ▲ 77.8 ▲ 37.4 ▲ 35.9 52.0 57.1

耕  

種

稲作（北海道） 64.8 77.5 ▲ 29.2 85.9 88.6 66.7 75.9 41.5 65.0 ▲ 79.0 ▲ 82.0 ▲ 38.5 ▲ 37.1 57.5 65.8
稲作（都府県） 50.8 81.9 ▲ 20.8 89.1 94.8 50.1 80.2 34.9 67.7 ▲ 72.9 ▲ 70.8 ▲ 41.8 ▲ 39.9 64.6 73.9
畑作 ▲ 29.0 ▲ 34.8 ▲ 23.8 ▲ 1.1 ▲ 6.3 ▲ 34.0 ▲ 42.9 ▲ 31.6 ▲ 36.1 ▲ 85.9 ▲ 86.2 ▲ 38.9 ▲ 34.8 51.4 46.8
露地野菜 7.3 ▲ 3.1 5.0 41.5 29.9 0.2 ▲ 9.9 ▲ 10.3 ▲ 13.5 ▲ 87.0 ▲ 84.8 ▲ 35.9 ▲ 33.6 50.9 54.7
施設野菜 5.1 ▲ 1.7 5.1 51.5 30.6 ▲ 3.4 ▲ 5.6 ▲ 10.3 ▲ 14.2 ▲ 86.9 ▲ 86.7 ▲ 28.6 ▲ 26.6 47.2 48.2
茶 ▲ 3.0 81.0 58.0 6.9 83.0 ▲ 2.9 75.0 ▲ 11.8 60.0 ▲ 77.2 ▲ 77.0 ▲ 36.4 ▲ 47.5 46.0 69.0
果樹 ▲ 4.1 3.5 21.7 55.6 31.0 ▲ 9.1 ▲ 6.0 ▲ 14.7 ▲ 8.6 ▲ 85.8 ▲ 82.0 ▲ 41.4 ▲ 39.7 47.2 49.9
施設花き ▲ 36.5 ▲ 35.9 ▲ 11.3 35.4 ▲ 3.6 ▲ 41.4 ▲ 35.9 ▲ 35.4 ▲ 40.1 ▲ 95.6 ▲ 92.2 ▲ 22.2 ▲ 25.9 44.9 45.5
キノコ 4.8 9.4 ▲ 24.5 60.3 39.6 3.2 7.5 ▲ 1.6 ▲ 5.7 ▲ 96.8 ▲ 81.1 ▲ 42.8 ▲ 39.6 55.6 68.6

畜  

産

酪農（北海道） ▲ 28.2 14.1 6.5 16.6 63.7 ▲ 33.8 11.9 ▲ 40.1 3.5 ▲ 85.4 ▲ 75.2 ▲ 42.9 ▲ 39.7 37.5 43.2
酪農（都府県） ▲ 29.7 21.6 7.2 14.2 75.6 ▲ 32.4 11.2 ▲ 34.8 3.6 ▲ 67.5 ▲ 56.9 ▲ 31.7 ▲ 32.4 42.9 51.4
肉用牛 ▲ 37.7 4.2 ▲ 12.6 ▲ 33.1 24.9 ▲ 40.7 1.1 ▲ 37.4 ▲ 13.2 ▲ 75.6 ▲ 75.4 ▲ 34.3 ▲ 33.1 33.0 37.3
養豚 4.7 10.2 9.6 62.7 36.2 14.7 2.3 2.3 ▲ 2.9 ▲ 54.3 ▲ 62.2 ▲ 32.3 ▲ 33.0 56.7 54.8
採卵鶏 ▲ 41.2 58.8 5.1 ▲ 7.6 90.8 ▲ 46.3 65.3 ▲ 25.3 54.7 ▲ 74.8 ▲ 77.3 ▲ 43.2 ▲ 38.6 41.5 53.8
ブロイラー ▲ 28.7 2.3 11.9 ▲ 2.8 31.8 ▲ 30.1 3.5 ▲ 30.2 ▲ 7.1 ▲ 74.0 ▲ 68.2 ▲ 28.7 ▲ 29.4 45.8 50.0

表　農業の各種DI値
◆ 2025年農業景況DIはプラス値継続、26年見通しはマイナス値に

Report on research

30　AFCフォーラム 2026・6 春2号



推
移
し
、11
・
８
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
計
画
の
主
な
内
容
は「
更
新
・

維
持
・
補
修
」が
す
べ
て
の
業
種
で
最

多
と
な
っ
て
い
ま
す
。次
い
で
、製
造
業
、

卸
売
業
、小
売
業
で
は「
省
力
化
・
合
理

化
」、飲
食
業
で
は「
能
力
拡
充（
増
産
・

増
床
含
む
）」の
順
で
し
た
。

生
産
者
や
産
地
と
の
連
携

生
産
者
や
産
地
と
の
連
携

訪
問
等
に
よ
る
関
係
構
築
が
最
多

　

生
産
者
や
産
地
と
の
連
携
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、食
品
関
係
企
業
が「
取
り

組
ん
で
い
る
」と
回
答
し
た
内
容
は
、

「
生
産
者
や
産
地
へ
の
訪
問
等
に
よ
る

関
係
構
築
」が
60
・
８
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で「
生
産
者
や
産
地
と
の
契
約
取

引
」が
52
・
７
％
の
順
で
し
た
。

　

ま
た
、「
今
後
、取
り
組
み
た
い
」と
回

答
し
た
内
容
は「
物
流
面
で
の
連
携
」が

42
・
７
％
と
最
も
多
く
、次
い
で「
製
品

の
共
同
開
発
」が
40
・１
％
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

生
産
者
や
産
地
と
の
連
携
の
取
り
組

み
内
容
の
い
ず
れ
か
に「
取
り
組
ん
で

い
る
」と
回
答
し
た
割
合
は
、回
答
先
全

体
の
約
７
割
で
し
た
。

目
的
は
量
と
品
質
の
確
保

　

生
産
者
や
産
地
と
の
連
携
に
取
り
組

む
目
的
に
つ
い
て
は
、「
安
定
し
た
量
を

確
保
」が
78
・
６
％
と
最
も
多
く
、次
い

で「
安
定
し
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図2　生産者や産地との連携に取り組む目的
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図1　食品産業の景況DIの推移
◆ 食品産業の景況はマイナス値が継続

【DIについて】�食品産業における景況DIは、売上高DI、経常利益DI、資金繰りDIを単
純平均したもの。
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